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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給電装置からのネットワークケーブルによるＰｏＥ給電に対応した受電装置であって、
　当該受電装置がオプション装置と接続されていない場合には、物理層の給電ネゴシエー
ションで前記給電装置に第１の電力を要求する第１の要求手段と、
　当該受電装置が前記オプション装置と接続されている場合には、前記オプション装置を
介する前記第１の電力の給電が開始された後に、データリンク層の給電ネゴシエーション
で前記第１の電力より大きい第２の電力を前記給電装置に要求する第２の要求手段と
　を備えることを特徴とする受電装置。
【請求項２】
　ネットワークケーブルを介して前記オプション装置と接続される
　ことを特徴とする請求項１に記載の受電装置。
【請求項３】
　前記第２の要求手段は、前記第２の電力を要求した後、前記オプション装置を制御する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の受電装置。
【請求項４】
　前記オプション装置は、ヒータを備え、当該受電装置が設置されるハウジングである
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の受電装置。
【請求項５】
　給電装置からのネットワークケーブルによるＰｏＥ給電に対応した受電装置であって、
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　前記受電装置がハウジングと接続されていない場合に、第１の電力の給電のための物理
層の給電ネゴシエーションを前記給電装置と行う第１の給電ネゴシエーション手段と、
　前記受電装置が前記ハウジングと接続されている場合に、前記ハウジングを介する前記
第１の電力の給電が開始された後に、前記第１の電力より大きい第２の電力の給電のため
のデータリンク層の給電ネゴシエーションを前記給電装置と行う第２の給電ネゴシエーシ
ョン手段と
　を備えることを特徴とする受電装置。
【請求項６】
　ネットワークケーブルを介して前記ハウジングと接続される
　ことを特徴とする請求項５に記載の受電装置。
【請求項７】
　当該受電装置は、ネットワークカメラである
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の受電装置。
【請求項８】
　給電装置からのネットワークケーブルによるＰｏＥ給電に対応したネットワークカメラ
と、前記ネットワークカメラが設置されるハウジングを有するシステムであって、
　前記ハウジングは、前記ネットワークカメラと前記ハウジングが接続されている場合に
、第１の電力の給電のための給電ネゴシエーションを行う第１の給電ネゴシエーション手
段を備え、
　前記ネットワークカメラは、前記ネットワークカメラと前記ハウジングが接続されてい
ない場合に、前記第１の電力の給電のための給電ネゴシエーションを行い、前記ネットワ
ークカメラと前記ハウジングが接続されている場合に、前記第１の電力の給電後に、前記
第１の電力より大きい第２の電力の給電のための給電ネゴシエーションを行う第２の給電
ネゴシエーション手段を備える
　ことを特徴とするシステム。
【請求項９】
　給電装置からのネットワークケーブルによるＰｏＥ給電に対応した受電装置の制御方法
であって、
　当該受電装置がオプション装置と接続されていない場合には、物理層の給電ネゴシエー
ションで前記給電装置に第１の電力を要求する第１の要求工程と、
当該受電装置が前記オプション装置と接続されている場合には、前記オプション装置を介
する前記第１の電力の給電が開始された後に、データリンク層の給電ネゴシエーションで
前記第１の電力より大きい第２の電力を前記給電装置に要求する第２の要求工程と
　を備えることを特徴とする受電装置の制御方法。
【請求項１０】
　給電装置からのネットワークケーブルによるＰｏＥ給電に対応した受電装置の制御方法
であって、
　前記受電装置がハウジングと接続されていない場合に、第１の電力の給電のための物理
層の給電ネゴシエーションを前記給電装置と行う第１の給電ネゴシエーション工程と、
　前記受電装置が前記ハウジングと接続されている場合に、前記ハウジングを介する前記
第１の電力の給電が開始された後に、前記第１の電力より大きい第２の電力の給電のため
のデータリンク層の給電ネゴシエーションを前記給電装置と行う第２の給電ネゴシエーシ
ョン工程と
　を備えることを特徴とする受電装置の制御方法。
【請求項１１】
　給電装置からのネットワークケーブルによるＰｏＥ給電に対応した受電装置の制御をコ
ンピュータに機能させるためのプログラムであって、
前記コンピュータを、
　当該受電装置がオプション装置と接続されていない場合には、物理層の給電ネゴシエー
ションで前記給電装置に第１の電力を要求する第１の要求手段と、
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当該受電装置が前記オプション装置と接続されている場合には、前記オプション装置を介
する前記第１の電力の給電が開始された後に、データリンク層の給電ネゴシエーションで
前記第１の電力より大きい第２の電力を前記給電装置に要求する第２の要求手段と
　して機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｐｏｗｅｒ　Ｏｖｅｒ　Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標)（以下：ＰｏＥ）対
応のネットワークカメラシステムに関し、特に、ファン、ヒータ等の温調部を内蔵するハ
ウジングにネットワークカメラを設置する場合の給電制御に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　監視市場の拡大とともにネットワークカメラの需要が拡大している。このネットワーク
カメラは、工事の簡略化、設置の容易性からＰｏＥ機能を備えるものも多い。
【０００３】
　ＰｏＥ規格においては、端末側の要求により電力の供給量を変更することが可能である
。例えば、特許文献１では、オプション装置の有無により認証抵抗の値を変更する方法が
開示されている。また、特許文献２では、オプションユニットの増設台数に応じた受給電
力量クラスを、ユーザの手入力によりセットする方式が開示されている。
【０００４】
　また、近年、ＰｏＥとしてＩＥＥＥ８０２ａｔが規格化され、従来（ＴｙｐｅＩ）のＰ
ｏＥよりも大きな容量の電力（ＴｙｐｅＩＩ）が使用可能になっている。ＴｙｐｅＩとＴ
ｙｐｅＩＩの切替には、物理層の２段階クラス検出又はデータリンク層のＬＬＤＰ（Ｌｉ
ｎｋ　Ｌａｙｅｒ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）を使用する。
【０００５】
　この規格を使用して内蔵のファン、ヒーター等の温調素子をＰｏＥ供給で稼働させるネ
ットワークカメラ用のハウジングが市販されている。図１０はＩＥＥＥ８０２ａｔ　Ｔｙ
ｐｅＩＩに準拠した市販のハウジングの構成である。
【０００６】
　ハウジング１００２は、ＰｏＥ制御部１００５、電圧分離部１００６、通信制御部１０
１２、スイッチ（ＳＷ）１００８、ファン１００９、ヒータ１０１０を備える。また、ハ
ウジング１００２は、、ファン１００９とヒータ１０１０のスイッチ制御部１０１１、電
圧分離された電圧をファン１００９とヒータ１０１０の駆動電圧に変換する電圧変換部１
００７を備える。更に、電圧変換部１００７は、ネットワークカメラ１０１４の動作電圧
を作成する。
【０００７】
　（接続構成）
　ハウジング１００２は、ＬＡＮケーブル１００３ａを介してＰＳＥ（Ｐｏｗｅｒ　Ｓｏ
ｕｒｃｉｎｇ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）１００１と入力側（ＲＪ４５）コネクタ１００４ａ
で接続される。ＰＳＥ１００１より供給された電圧は電圧分離部１００６で分離された後
、電圧変換部１００７で所定の電圧に変換され電源ケーブル１０１３を介してネットワー
クカメラ１０１４に供給される。ネットワークカメラ１０１４との通信ラインは、別のＬ
ＡＮケーブル１００３ｂで出力側（ＲＪ４５）コネクタ１００４ｂで接続される。尚、Ｐ
ｏＥ給電のみに対応したネットワークカメラ（不図示）を接続するためには、別途、イン
ジェクタ（不図示）を外部に接続する。
【０００８】
　図１１に給電シーケンスを示す。
【０００９】
　ＰＳＥ１００１は、ＬＡＮケーブル１００３ａ上に検出電圧（Ｖｄｅｔ）を印加する（
ステップＳ１００１）。
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【００１０】
　Ｖｄｅｔを受けたハウジング１００２は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１００５で検出抵抗を
有効化する。
【００１１】
　ＰＳＥ１００１は、検出抵抗（Ｒｄｅｔ）を測定する（ステップＳ１００２）。有効な
Ｒｄｅｔの値が検出された場合（すなわち、ＰＤ（Ｐｏｗｅｒｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）が検
出された場合）、ＰＳＥ１００１は、電力クラスのクラス検出抵抗測定用の電圧（Ｖｃｌ
ａｓｓ１）をＬＡＮケーブル１００３ａ上に印加する（ステップＳ１００３）。
【００１２】
　Ｖｃｌａｓｓ１を受けたハウジング１００２は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１００５でクラ
ス抵抗（Ｒｃｌａｓｓ）を有効化する。
【００１３】
　ＰＳＥ１００１は、クラス抵抗（Ｒｃｌａｓｓ）の測定を行い（ステップＳ１００４）
、電圧を所定値（Ｖｏｐ）に上げる（ステップＳ１００５）。ここで、ステップＳ１００
５における供給電力はＴｙｐｅＩの端末に該当する値（Ｗ１）である。
【００１４】
　ＰＳＥ１００１は、電力Ｗ１、電圧Ｖｏｐで給電を開始した後、ＬＬＤＰコマンドを使
用して供給電力の確認を行う（ステップＳ１００６）。
【００１５】
　ＬＬＤＰコマンドを受信したハウジング１００２は、通信制御部１０１２で電力（Ｗ２
）をＬＬＤＰ　Ａｃｋで要求する（ステップＳ１００７）。
【００１６】
　ＬＬＤＰ　Ａｃｋを受信したＰＳＥ１００１は、所定時間（Ｔ１）経過後、電力Ｗ２で
の電力供給モードに入る（ステップＳ１００８）。
【００１７】
　ＰＳＥ１００１との給電ネゴシエーションはハウジング１００２が全て行い、ＰＳＥ１
００１からの供給電圧をネットワークカメラ１０１４の動作電圧に変換して接続する（ス
テップＳ１００９）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１８】
【特許文献１】特開２００９－３３３９５号公報
【特許文献２】特開２００９－３３２４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　しかしながら、上述の特許文献に開示された従来技術は、物理層での抵抗切替による構
成であるため、データリンク層の通信手法であるＬＬＤＰを使用したＴｙｐｅＩＩの切替
には対応できない。
【００２０】
　市販タイプのハウジングの場合、ハウジング内にデータリンク層での給電ネゴシエーシ
ョンを行う通信制御部とＰｏＥで供給された電圧をネットワークカメラ用の供給電圧に変
換するための電圧変換部が必要になり、ハウジングが大型化してしまうという課題がある
。
【００２１】
　本発明は上記の課題を解決するためになされたものであり、ＰｏＥ対応装置に装着する
オプション装置の構成を簡略化することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　上記の目的を達成するための本発明による受電装置は以下の構成を備える。即ち、
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　給電装置からのネットワークケーブルによるＰｏＥ給電に対応した受電装置であって、
　当該受電装置がオプション装置と接続されていない場合には、物理層の給電ネゴシエー
ションで前記給電装置に第１の電力を要求する第１の要求手段と、
　当該受電装置が前記オプション装置と接続されている場合には、前記オプション装置を
介する前記第１の電力の給電が開始された後に、データリンク層の給電ネゴシエーション
で前記第１の電力より大きい第２の電力を前記給電装置に要求する第２の要求手段と
　を備える。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、ＰｏＥ対応装置に装着するオプション装置の構成を簡略化することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】ネットワークカメラシステムの構成図である。
【図２】ネットワークカメラシステムの接続構成を示す図である。
【図３】ネットワークカメラの動作フローチャートである。
【図４】システムの制御フロー（ＰＳＥがＬＬＤＰを使用する場合）を示す図である。
【図５】システムの制御フロー（ＰＳＥがＬＬＤＰを使用しない場合）を示す図である。
【図６】電源分離部及び電圧重畳部の構成を示す図である。
【図７】メカ接点検出部の構成を示す図である。
【図８】ネットワークカメラ単独設置時の制御フロー（ＰＳＥがＬＬＤＰを使用する場合
）を示す図である。
【図９】ネットワークカメラ単独設置時の制御フロー（ＰＳＥがＬＬＤＰを使用しない場
合）を示す図である。
【図１０】市販ハウジングの構成を示す図である。
【図１１】図１０のシステムの制御フロー（ＰＳＥがＬＬＤＰを使用する場合）を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて詳細に説明する。
【００２６】
　図１は本発明の実施形態のハウジングとネットワークカメラのブロック図である。図２
はシステムの構成例を示す図である。図３は本発明の実施形態のネットワークカメラの動
作フローチャートである。図４、図５は動作シーケンスである。図６は電源分離、重畳の
構成例である。図７はメカ接点検出（ハウジングの有無確認）方法の一例である。
【００２７】
　以下、図１～図９を参照して、本発明の実施形態のＰｏＥの動作について説明する。
【００２８】
　図１はネットワークカメラシステムの構成図である。同図において、１０１はＩＥＥＥ
８０２ａｔ　ＴｙｐｅＩＩ（以下では、ＴｙｐｅＩＩと略す）をサポート（規格対応）す
るＰＳＥである。実施形態１において、給電装置であるＰＳＥ１０１は複数個のネットワ
ーク接続コネクタを有する。そして、ＰＳＥ１０１は、電源供給としていずれかのネット
ワーク接続コネクタからＩＥＥＥ８０２．３ａｔ　ＴｙｐｅＩＩに準じる電力２５.５Ｗ
（Ｗ２）をネットワークケーブルを介して供給先の装置へ供給可能である。
【００２９】
　１０２は、ファン１０８及びヒータ１０９を内蔵するハウジングであり、ＰｏＥ給電に
対応した受電装置（ＰｏＥ対応受電装置）の１つである。１０３ａはハウジング１０２の
入力側ＲＪ４５コネクタである。１０４は物理層（Ｌ１）でのＰｏＥの検出、供給電力の
電力クラス選定に対応したＰｏＥ制御部である。１０５はファントム給電された電圧を分
離するための電圧分離部である。１０６は電圧分離部１０５で分離された電圧を再度ＬＡ
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Ｎケーブル１２０ｂに重畳するための電圧重畳部である。１０３ｂはハウジング１０２の
出力側ＲＪ４５コネクタである。
【００３０】
　１０７はネットワークカメラ１１１と接続された時に検出回路を構成するためのメカ接
点である。１０８はハウジング１０２内の空気を対流させるためのファンである。１０９
はハウジング１０２内の空気を暖めるためのヒータである。１１０はヒータ１０９及びフ
ァン１０８をＯＮ／ＯＦＦするためのスイッチ（ＳＷ）である。１２２は電圧分離部１０
５で分離された電圧をファン１０８及びヒータ１０９の駆動電圧に変換する電圧変換部で
ある。通常、ＰｏＥにより供給される電圧は供給側のＰＳＥ１０１によりまちまちであり
、かつ、一般的にファン１０８及びヒータ１０９の駆動電圧よりも高い電圧のため一定の
電圧に降圧する必要がある。このため、電圧変換部１２２でＰＳＥ１０１からの入力電圧
を変換する。また、スイッチ１１０は、ネットワークカメラ１１１から制御される。
【００３１】
　１１１はネットワークカメラ本体であり、ＰｏＥ給電に対応した受電装置（ＰｏＥ対応
受電装置）の１つである。１０３ｃはネットワークカメラ１１１の入力側ＲＪ４５コネク
タである。１１２は物理層（Ｌ１）でのＰｏＥの検出、供給電力の電力クラス選定に対応
したＰｏＥ制御部である。１１３はファントム給電された電圧を分離するための電圧分離
部である。１１４はＬＬＤＰを用いたデータリンク層（Ｌ２）での通信に対応した通信制
御部１１４である。１１５は外部機器（オプション装置）制御用のＩＯ出力部である。１
１６はＩＯ出力部１１５を介してハウジング１０２のスイッチ１１０を制御するスイッチ
制御部である。１１７はカメラ部である。１１８は電圧分離部１１３で分離された電圧（
３７Ｖ～５１Ｖ）を装置の動作に必要な電圧に変換するための電圧変換部である。１１９
はハウジング１０２の設置状態として、ハウジング１０２が接続されたことを検出するた
めのメカ接点検出部である。
【００３２】
　ＰＳＥ１０１とハウジング１０２はＬＡＮケーブル１２０ａで接続される。ハウジング
１０２とネットワークカメラ１１１はＬＡＮケーブル１２０ｂとＩＯケーブル１２１で接
続される。
【００３３】
　図２はネットワークカメラシステムの接続構成を示す図である。ハウジング１０２の内
部にネットワークカメラ１１１が設置される第１の設置形態２０１と、ネットワークカメ
ラ１１１単独で設置される第２の設置形態２０２が存在する。
【００３４】
　［第１の設置形態２０１］
　ハウジング１０２の内部にネットワークカメラ１１１が設置される場合の動作を以下に
説明する。
【００３５】
　ＰＳＥ１０１のＰＤ検出、供給電力の電力クラス検出、電力供給手順には、
　（１－１）ＬＬＤＰを使用する方法
　　　→　ＴｙｐｅＩとＴｙｐｅＩＩの切替にデータリンク層の通信方式を使用する方法
。
【００３６】
　（１－２）Ｌ１の２段階クラス検出による方法
　　　→　ＴｙｐｅＩとＴｙｐｅＩＩの切替に物理層のクラス抵抗切替を使用する方法。
【００３７】
　のどちら一方が使用される。尚、物理層及びデータリンク層はそれぞれ、ＯＳＩ参照モ
デルにおける、異機種間のデータ通信を実現するためのネットワーク構造を、コンピュー
タ等の通信機器の持つべき通信機能を階層構造に分割したモデルの１つである。
【００３８】
　上記（１－１）の方法による電力給電手順を図１、図２、図３、図４、図６、図７を用
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いて以下に説明する。
【００３９】
　ＰＳＥ１０１は、ＬＡＮケーブル１２０ａ上に検出電圧（Ｖｄｅｔ）を印加する（図４
のステップＳ４０１）。
【００４０】
　Ｖｄｅｔを受けたハウジング１０２は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１０４で検出抵抗（Ｒｄ
ｅｔ）を有効化する。
【００４１】
　ＰＳＥ１０１は、検出抵抗（Ｒｄｅｔ）を測定する（ステップＳ４０２）。有効なＲｄ
ｅｔの値が検出された場合（すなわち、ＰＤが検出された場合）、ＰＳＥ１０１は、電力
クラスのクラス検出抵抗測定用の電圧（Ｖｃｌａｓｓ１）をＬＡＮケーブル１２０ａ上に
印加する（ステップＳ４０３）。
【００４２】
　Ｖｃｌａｓｓ１を受けたハウジング１０２は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１０４でクラス抵
抗（Ｒｃｌａｓｓ）を有効化する。
【００４３】
　ＰＳＥ１０１は、クラス抵抗（Ｒｃｌａｓｓ）の測定を行い（ステップＳ４０４）、電
圧を所定値（Ｖｏｐ）に上げる（ステップＳ４０５）。ここで、ステップＳ４０５におけ
る供給電力はＴｙｐｅＩの端末に該当する値（Ｗ１）である。
【００４４】
　ＰＳＥ１０１から給電（電力Ｗ１、電圧Ｖｏｐ）を受けたハウジング１０２は、電圧分
離部１０５でファントム給電された電圧を分離し、スイッチ１１０に供給、再度、電圧重
畳部１０６でＬＡＮケーブル１２０ｂ上に重畳を行う（ステップＳ４０６）。そして、Ｌ
ＡＮケーブル１２０ｂに接続されたネットワークカメラ１１１に電圧Ｖｏｐを供給し、ネ
ットワークカメラ１１１を起動する（図３のステップＳ３０１）。
【００４５】
　ここで、ハウジング１０２の電圧分離部１０５及び電圧重畳部１０６の構成例を図６に
示す。信号ラインに重畳された電圧はパルストランス６０１ａ、６０１ｂの中点タップ６
０２ａ、６０２ｂで分離され、再度、別のパルストランス６０３ａ、６０３ｂの中点タッ
プ６０４ａ、６０４ｂに印加される。
【００４６】
　ステップＳ３０１で起動されたネットワークカメラ１１１は、スイッチ制御部１１６で
メカ接点検出部１１９の状態を確認する（ステップＳ３０２）。そして、検出の結果、オ
プション装置であるハウジング１０２が装着されている場合（ステップＳ３０２でＹＥＳ
）、ＴｙｐｅＩＩモード（Ｗ２）の動作に移行する（ステップＳ３０３）。尚、Ｗ１、Ｗ
２は、供給電力の値を示し、Ｗ２（第２の電力）＞Ｗ１（第１の電力）の関係がある。
【００４７】
　ここで、メカ接点検出部１１９の一例を図７に示す。
【００４８】
　抵抗７０２（抵抗値：Ｒ２）の一端は、グランドに接続され、他端が抵抗７０１と接続
される。スイッチ制御部１１６は、抵抗７０２と抵抗７０１の合成抵抗で与えられる電圧
を読み出すことで、ハウジング１０２の有無を確認することが可能となる。すなわち、ハ
ウジング１０２がネットワークカメラ１１１に接続されている場合、電圧変換部１１８か
ら供給された電圧Ｖ１はメカ接点１０７を介して抵抗７０１（抵抗値：Ｒ１）と接続され
る。この時、スイッチ制御部１１６で読み取れる電圧は、Ｖ１ｘＲ２／（Ｒ１＋Ｒ２）と
なる。
【００４９】
　一方、ハウジング１０２が装着されていない場合（ステップＳ３０２でＮＯ）、抵抗７
０１の電圧供給端は解放状態となるため、スイッチ制御部１１６で読み取れる電圧はグラ
ンド電位となる。



(8) JP 5938273 B2 2016.6.22

10

20

30

40

50

【００５０】
　尚、ハウジング１０２の有無の検出方法は、この例に限定されるものではない。
【００５１】
　ＰＳＥ１０１は、電力Ｗ１、電圧Ｖｏｐで給電を開始した後（給電後）、ＬＬＤＰコマ
ンドを使用して供給電力の確認を行う（ステップＳ４０７）。
【００５２】
　ＬＬＤＰコマンドを受信したネットワークカメラ１１１は、通信制御部１１４で電力Ｗ
２をＬＬＤＰ　ＡｃｋでＰＳＥ１０１に対して要求する（ステップＳ４０８）。
【００５３】
　ＬＬＤＰ　Ａｃｋを受信したＰＳＥ１０１は、所定時間（Ｔ１）経過後、電力Ｗ２での
電力供給モードに入る（ステップＳ４０９）。ここで、所定時間Ｔ１は、ＬＬＤＰコマン
ドによる給電ネゴシエーション完了後にＰＳＥ１０１が給電可能となる時間である。
【００５４】
　電力Ｗ２を要求したネットワークカメラ１１１は、通信制御部１１４によって、一定時
間経過後（Ｔ１経過後）にＩＯ出力部１１５を介してハウジング１０２のスイッチ１１０
を制御して、ファン１０８及びヒータ１０９を起動する（ステップＳ４１０）。
【００５５】
　以上の処理により、ネットワークカメラ１１１が本来持っている通信制御部１１４を使
用してハウジング１０２を制御することで、ハウジング１０２内に、従来のような通信制
御部１０１２（図１０）を実装することが不要となる。
【００５６】
　また、ハウジング１０２からＬＡＮケーブル１２０ｂ上へのファントム給電に、ネット
ワークカメラ１１１が本来持っている電圧変換部１１８を使用することでハウジング１０
２の電圧変換部１２２を小型化することが可能となる。
【００５７】
　次に、上記（１－２）の方法による電力給電手順を図１、図２、図３、図５、図６、図
７を用いて以下に説明する。
【００５８】
　ＰＳＥ１０１は、ＬＡＮケーブル１２０ａ上に検出電圧（Ｖｄｅｔ）を印加する（図５
のステップＳ５０１）。
【００５９】
　Ｖｄｅｔを受けたハウジング１０２は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１０４で検出抵抗（Ｒｄ
ｅｔ）を有効化する。
【００６０】
　ＰＳＥ１０１は、検出抵抗（Ｒｄｅｔ）を測定する（ステップＳ５０２）。有効なＲｄ
ｅｔの値が検出された場合（すなわち、ＰＤが検出された場合）、ＰＳＥ１０１は、電力
クラスのクラス検出抵抗測定用の電圧（Ｖｃｌａｓｓ１）をＬＡＮケーブル１２０ａ上に
印加する（ステップＳ５０３）。
【００６１】
　Ｖｃｌａｓｓ１を受けたハウジング１０２は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１０４でクラス抵
抗１（Ｒｃｌａｓｓ１）を有効化する。
【００６２】
　ＰＳＥ１０１は、クラス抵抗１（Ｒｃｌａｓｓ１）の測定を行い（ステップＳ５０４）
、２段階クラス検出電圧（Ｖｃｌａｓｓ２）をＬＡＮケーブル１２０ａ上に印加する（ス
テップＳ５０５）。
【００６３】
　Ｖｃｌａｓｓ２を受けたハウジング１０２は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１０４でクラス抵
抗２（Ｒｃｌａｓｓ２）を有効化する。
【００６４】
　ＰＳＥ１０１は、クラス抵抗２（Ｒｃｌａｓｓ２）の測定を行い（ステップＳ５０６）
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、電圧を所定値（Ｖｏｐ）に上げる（ステップＳ５０７）。ここで、ステップＳ５０７に
おける供給電力はＴｙｐｅＩＩの端末に該当する値（Ｗ２）である。
【００６５】
　ＰＳＥ１０１から給電（電力Ｗ２、電圧Ｖｏｐ）を受けたハウジング１０２は、電圧分
離部１０５でファントム給電された電圧を分離し、スイッチ１１０に供給、再度、電圧重
畳部１０６でＬＡＮケーブル１２０ｂ上に重畳を行う（ステップＳ５０８）。そして、Ｌ
ＡＮケーブル１２０ｂに接続されたネットワークカメラ１１１に電圧Ｖｏｐを供給し、ネ
ットワークカメラ１１１を起動する（図３のステップＳ３０１）。
【００６６】
　ステップＳ３０１で起動されたネットワークカメラ１１１は、スイッチ制御部１１６で
メカ接点検出部１１９の状態を確認する（ステップＳ３０２）。そして、検出の結果、オ
プション装置であるハウジング１０２が装着されている場合（図３のステップＳ３０２で
ＹＥＳ）、ＴｙｐｅＩＩモード（Ｗ２）の動作に移行する（ステップＳ３０３）。尚、Ｗ
１、Ｗ２は供給電力の値を示し、Ｗ２＞Ｗ１の関係がある。
【００６７】
　ステップＳ３０１で起動されたネットワークカメラ１１１は、ＬＬＤＰコマンド最大送
出時間である所定時間（Ｔ２）、ＰＳＥ１０１からのＬＬＤＰコマンド受信待ち状態とな
る（ステップＳ５０９）。
【００６８】
　所定時間（Ｔ２）の間に、ＰＳＥ１０１からのＬＬＤＰコマンドが受信されない場合、
ネットワークカメラ１１１は、電力（Ｗ２）の要求をＬＬＤＰリクエストで所定回数送信
する（ステップＳ５１０）。ここで、所定回数は、Ｎ回（Ｎ＝自然数）であり、用途や目
的に応じて任意に設定される。
【００６９】
　ステップＳ５１０の終了後、ネットワークカメラ１１１は、通信制御部１１４によって
、ＩＯ出力部１１５を介してハウジング１０２のスイッチ１１０を制御して、ファン１０
８、ヒータ１０９を起動する（ステップＳ５１１）。
【００７０】
　［第２の設置形態２０２］
　ネットワークカメラ１１１が単独で設置される場合の動作を以下に説明する。
【００７１】
　ＰＳＥ１０１のＰＤ検出、供給電力の電力クラス検出、電力供給手順には、
　（２－１）ＬＬＤＰを使用する方法
　（２－２）Ｌ１の２段階クラス検出による方法
　のどちら一方が使用される。
【００７２】
　上記（２－１）の方法による電力給電手順を図１、図２、図３、図８を用いて以下に説
明する。
【００７３】
　ＰＳＥ１０１は、ＬＡＮケーブル１２０ｃ上に検出電圧（Ｖｄｅｔ）を印加する（図８
のステップＳ８０１）。
【００７４】
　Ｖｄｅｔを受けたネットワークカメラ１１１は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１１２で検出抵
抗（Ｒｄｅｔ）を有効化する。
【００７５】
　ＰＳＥ１０１は、検出抵抗（Ｒｄｅｔ）を測定する（ステップＳ８０２）。有効なＲｄ
ｅｔの値が検出された場合（すなわち、ＰＤが検出された場合）、ＰＳＥ１０１は、クラ
ス検出抵抗測定用の電圧（Ｖｃｌａｓｓ１）をＬＡＮケーブル１２０ｃ上に印加する（ス
テップＳ８０３）。
【００７６】



(10) JP 5938273 B2 2016.6.22

10

20

30

40

50

　Ｖｃｌａｓｓ１を受けたネットワークカメラ１１１は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１１２で
クラス抵抗（Ｒｃｌａｓｓ）を有効化する。
【００７７】
　ＰＳＥ１０１は、クラス抵抗（Ｒｃｌａｓｓ）の測定を行い（ステップＳ８０４）、電
圧を所定値（Ｖｏｐ）に上げる（ステップＳ８０５）。ここで、ステップＳ８０５におけ
る供給電力はＴｙｐｅＩの端末に該当する値（Ｗ１）である。
【００７８】
　ＰＳＥ１０１から給電（電力Ｗ１、電圧Ｖｏｐ）を受けたネットワークカメラ１１１は
、電圧分離部１１３でファントム給電された電圧を分離し、電圧変換部１１８に供給し、
ネットワークカメラ１１１を起動する（ステップＳ３０１）。
【００７９】
　ステップＳ３０１で起動されたネットワークカメラ１１１は、スイッチ制御部１１６で
メカ接点検出部１１９の状態を確認する（ステップＳ３０２）。そして、検出の結果、オ
プション装置であるハウジングが装着されていない場合（ステップＳ３０２でＮＯ）、Ｔ
ｙｐｅＩモード（Ｗ１）の動作に移行する（ステップＳ３０４）。尚、Ｗ１、Ｗ２は供給
電力の値を示し、Ｗ２＞Ｗ１の関係がある。
【００８０】
　ＰＳＥ１０１は、電力Ｗ１、電圧Ｖｏｐで給電を開始した後、ＬＬＤＰコマンドを使用
して供給電力の確認を行う（ステップＳ８０６）。
【００８１】
　ＬＬＤＰコマンドを受信したネットワークカメラ１１１は、通信制御部１１４で電力Ｗ
１をＬＬＤＰ　Ａｃｋで要求する（ステップＳ８０７）。
【００８２】
　次に、上記（２－２）の方法による電力給電手順を図１、図２、図３、図９を用いて以
下に説明する。
【００８３】
　ＰＳＥ１０１は、ＬＡＮケーブル１２０ｃ上に検出電圧（Ｖｄｅｔ）を印加する（図９
のステップＳ９０１）。
【００８４】
　Ｖｄｅｔを受けたネットワークカメラ１１１は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１１２で検出抵
抗（Ｒｄｅｔ）を有効化する。
【００８５】
　ＰＳＥ１０１は、検出抵抗（Ｒｄｅｔ）を測定する（ステップＳ９０２）。有効なＲｄ
ｅｔの値が検出された場合（すなわち、ＰＤが検出された場合）、ＰＳＥ１０１は、電力
クラスのクラス検出抵抗測定用の電圧（Ｖｃｌａｓｓ１）をＬＡＮケーブル１２０ｃ上に
印加する（ステップＳ９０３）。
【００８６】
　Ｖｃｌａｓｓ１を受けたネットワークカメラ１１１は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１１２で
クラス抵抗１（Ｒｃｌａｓｓ１）を有効化する。
【００８７】
　ＰＳＥ１０１は、クラス抵抗（Ｒｃｌａｓｓ１）の測定を行い（ステップＳ９０４）、
２段階クラス検出電圧（Ｖｃｌａｓｓ２）をＬＡＮケーブル１２０ｃ上に印加する（ステ
ップＳ９０５）。
【００８８】
　Ｖｃｌａｓｓ２を受けたネットワークカメラ１１１は、ＰｏＥ制御部（Ｌ１）１１２で
クラス抵抗２（Ｒｃｌａｓｓ２）を有効化する。
【００８９】
　ＰＳＥ１０１は、クラス抵抗２（Ｒｃｌａｓｓ２）の測定を行い（ステップＳ９０６）
、電圧を所定値（Ｖｏｐ）に上げる（ステップＳ９０７）。ここで、ステップＳ９０７に
おける供給電力はＴｙｐｅＩの端末に該当する値（Ｗ１）である。
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【００９０】
　ＰＳＥ１０１から給電（電力Ｗ１、電圧Ｖｏｐ）を受けたネットワークカメラ１１１は
、電圧分離部１１３でファントム給電された電圧を分離し、電圧変換部１１８に電圧Ｖｏ
ｐを供給し、ネットワークカメラ１１１を起動する（図３のステップＳ３０１）。
【００９１】
　ステップＳ３０１で起動されたネットワークカメラ１１１は、スイッチ制御部１１６で
メカ接点検出部１１９の状態を確認する（ステップＳ３０２）。そして、検出の結果、オ
プション装置であるハウジング１０２が装着されていない場合（図３のステップＳ３０２
でＮＯ）、ＴｙｐｅＩモード（Ｗ１）の動作に移行する（ステップＳ３０４）。尚、Ｗ１
、Ｗ２は供給電力の値を示し、Ｗ２＞Ｗ１の関係がある。
【００９２】
　以上説明したように、本実施形態によれば、ネットワークカメラをハウジング内部に設
置する場合、ハウジング側でＬ１（物理層）の給電ネゴシエーションを行い、ネットワー
クカメラ側でＬ２（データリンク層）の給電ネゴシエーションを実行する。これにより、
ハウジング側に通信制御機能を実装することが不要となる。
【００９３】
　また、ＰｏＥ給電された電圧を変換することなくそのままネットワークカメラに供給す
ることによりハウジング内の電源回路を小型化することができる。
【００９４】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明しているが、本発明はこれらの実施形態
に限定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　ＰｏＥ対応のネットワークカメラシステムに関し、特に、ファン、ヒータ等の温調部を
内蔵したハウジングにカメラを設置した場合の給電制御に関するものである。
【００９６】
　尚、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施
形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体を
介してシステムまたは装置に供給し、そのシステムまたは装置のコンピュータ（またはＣ
ＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
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